
（別紙３）

〜 2025年 8⽉ 15⽇

（対象者数） 17 （回答者数） 15

〜 2025年 7⽉ 31⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
⽞関や⼿洗い場の位置が⾼い為、皆様がご利⽤しやすいよう
取り組んでいきます。

2
ご家庭や所属機関での様⼦をフィードバック時や家族⽀援を
通して確認させて頂き、⽀援に活かすことができるよう取り
組んで参ります。

3
今後も活動内容の共有する時間を作って参ります。また、お
⼦様が楽しいと思えるような⽀援を考えて参ります。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
ペアレントトレーニング等の開催を増やし、保護者様同⼠が
関われる機会を作ることが出来る様検討して参ります。

2
訓練に参加できなかったご利⽤者様に向けた共有の⽅法を検
討して参ります。また、訓練実施のアナウンスをコノベルだ
けではなく、張り紙や⼝頭での周知を⾏って参ります。

3
他事業所との交流や児童館でのイベント等、様々な⽅法で交
流する機会を作れるよう考えて参ります。

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハビー上福岡駅前教室

○保護者評価実施期間 2025年 7⽉ 25⽇

○保護者評価有効回答数

2025年 7⽉ 25⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 8⽉ 23⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で
他のこどもと活動する機会がありますか。

地域の事業所と関わるイベントの開催ができておりません。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護
者同⼠の交流の機会を設けられていない。

保護者同⼠が関われるイベント等の開催ができておりません。

事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を周知できていない。

利⽤者様全員に向けての訓練は⾏うことはできておりません。

⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっている。
また、こども達の活動に合わせた空間となっている。

⽀援内容に応じて椅⼦と机の⾼さの調整、設置物の配慮等、取り
組みやすい環境設定が出来るようにしております。

児童発達⽀援計画に沿った⽀援が⾏われている。 ニーズや⽬標を確認しながら⽀援内容を組み⽴てております。

事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されてい
る。

活動内容を記録し、全職員が確認するようにしております。ま
た、朝終礼時にお⼦様の様⼦を共有する機会を作っております。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


